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１．Google Scholar β版（グーグル・スカラー）とは 

 

Google Scholar とは、アメリカ Google 社が無料で提供する学術論文検索用エンジンです。 

査読論文、学位論文、書籍、テクニカルレポートなどの学術情報に特化した検索エンジンで、

従来のGoogle 検索エンジンと同様に、任意のキーワードを入力して検索結果を関連度の高い

順にリストアップします。 

検索結果は、引用された回数の多い順に並べられ、有用な論文を見つけることができます。 

また、論文タイトルには、それぞれ「Cited by」として、他の論文に引用された回数が表示され、

その論文を引用した論文を芋づる式に辿ることができます。そのほか、無料公開されている論

文についてはそのまま論文の全文が表示され、有料のものは抄録ページが表示されます。 

収録源は、MEDLINE の抄録、Web 上に公開されている目次・抄録、Scholar Reference に示さ

れた２８大学にレポジトリされた論文、および協力出版社から提供された論文です。 

  なお、現在は、試験版（β版）として運用しています。 

 

２．検索方法 

 

2-1 ＡＮＤ検索 

 

 

2-

 

   

 

キーワードのすべてを含

んだ検索を行う場合は、

「AND 検索」を行いま

す。複数のキーワードを
                      

2 ＮＯＴ検索 

スペースで区切ります。 

 

検索結果から除きたい

キーワードがある場合

は、「NOT 検索」を行い

ます。 

除きたいキーワードの直

前にマイナス記号「－」
                     

を付けます。 
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  2-3 OR 検索 

                     

 

  2-4 フレーズ検索 

         

  

  2-5 ストップワード検索 

  

どちらかのキーワ

ードを含んだ検索

を行 う場合は 、

「OR 検索」を行い

ます。 

フレーズとして検索を

行う場合は、「フレーズ

検索」を行います。ダ

ブルクオーテーション

（“  ”）でキーワード

を括ります。 注意  

高くなります。 

注意  

ストップワード（不

要語）を検索する

場合は、キーワー

ドの前にプ ラ ス

「＋」を付けます。

 

※［Vitamin A］の場

合、「A」は無視され
入力順で検索しますので、

AND 検索より検索精度は
                   ます。 

ストップワードとは･･･検索の対象とならない語のことです。 

記号、助詞、前置詞や一般的な語がストップワードとして扱われます。 
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  2-6 タイトル検索 

                     

 

  2-7 著者名検索 

                    

 

 

  2-8 Advanced 検索 

 

                  

タイトルにキーワ

ードを含むもの

を検索する場合

は、キーワード

の前に「intitle：」

を付けます。 

著者名で検索す

る場合は、キー

ワ ー ド の 前 に

「author：」を付け

ます。 

索ができます。 

 

注意  
名は、イニシャルですので、所属機関またはキーワードの入力をお

すすめします。 

出版物および

出版年の検索

は「Advanced」 

検索で利用可

能です。 

 4
AND検索

NO

検索

著者

出

ﾌﾚｰｽﾞ検索
OR検索
T検索
ﾌｨｰﾙﾄﾞ限定 
名検索
版物検索
検索条件が設

定されていま

すので該当箇

所にキーワー

ドを入力し検
 

出版年検索



2-9 出版物検索 
2-10出版年検索 

 

                

 

           

 

       

    

 

       

 

 

 

 

  

雑誌名は、 

省略誌名を入力

します。 

と

します。 

 

出版年の範囲指

定をする場合

は、最初の年

最後の年を入力
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３．検索結果表示 （キーワード検索） 

               

  論文タイトルには、他の論文に引用された回数が表示され、その論文を引用した論文を 

芋づる式にたどることができます。また、無料で公開されている論文については全文が、 

 有料の場合は抄録ページを見ることができます。 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

引用数 
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引用数 

 

 

 

 

 
 

抄録のみ 
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４．検索結果表示 （著者名検索） 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

引用数 

全 文
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引用数 

全 文 


